
 

 

健康課題を見据えた 

 

 

 

 

 児童生徒の実態 

 

本宮方部学校給食センターは、昭和 43 年に本

宮町（現本宮市）大玉村の二町村合同の給食施設

として設立された。 

 平成 20年度より、当給食センター勤務となり、 

児童生徒の食の現状を把握するために、既存のデ 

ータから健康課題の実態を捉え、食の現状を考察 

した。       

 

(1)肥満傾向児の出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥満傾向児の出現率は福島県が全国平均よ

りも大幅に高いなかで、受配校も小学校平均

9.2%、中学校平均 12.4%と全国平均よりも高い

出現率となっていた。 

 

(2)給食の残滓率 

  衛生基準に伴う献立の制約や喫食までの時 

間等から、給食の残食率の高さは大型センター 

 

 

 

 

 

 

 

が抱える課題である。当センターにおいても平

成 19年度は、小学校平均で 18%、中学校平均で

17%（牛乳・汁の水分の残量を除く）が出ていた。 

  また、同時期に実施した給食で、献立別の残

滓をみると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ごはんは同じように 20%前後の残滓率となって

いるが、副食では倍以上の違いが出ていた。 

  

(3)朝食の欠食率 

毎日食べてくる割合は小学校が 92%、中学校

93%と、全国や福島県との比較において低い数

値ではなかったが、抽出した学年の喫食状況を

就寝時間等との関連で集計してみると、朝食の

摂取には生活の在り方が大きく関係している

ことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童生徒への教科・特別活動等における教育指導 事例５ 共同調理場 

 

健康課題を見据えた食育の推進 

 

                   本宮方部学校給食センター栄養教諭  土屋久美 

（平成 19 年度 安達地区学校保健統計より） 

Kg 
14日(月) 

ごはん 牛乳 ふりかけ 

ハンバーグ ｳｨﾝﾅｰｿﾃｰ 

さつまいもシチュー 

15日(火) 

ごはん 牛乳 納豆 

信田煮 いりどり 

青菜の味噌汁 

 

(平成 19 年 5 月 14 日、15 日の献立及び残食量) 

 

小学 5年生 

中学 2年生 



 

重点目標 

 

受配校の児童生徒の残食率の高さから、必要な

栄養量を摂取できていないと考えられるが、一方

で肥満傾向児は多い。給食では洋風料理が好まれ、

主食であるごはんや、和え物、煮物等の野菜料理

に残食が多く出ている。これらのことから、給食

のみならず、家庭での食事や間食等、食生活全体

の中で、バランスのとれた栄養摂取となっていな

いことが危惧される実態であった。また、健康な

体作りの基盤となる食事をとっていくためには、

生活リズムの見直しも必要である。以上のことか

ら、次のような重点目標を設定した。 

 

 

 

 

 

給食センターにおいて、上記の目標を具現化し

ていくため、次のような視点で実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践内容 

 

(1)【視点 1】学校給食を「生きた教材」とする取

組み 

受配校の児童生徒も、食育基本法等で憂慮され

ている「食に関する今日的な課題」を抱えている

ことが明らかになり、学校給食においてその解決

を図る方途は、これらの課題を勘案して改正され

た学校給食法に沿う実践を重ねていくことであ

ると考えた。従来、数値で示されていた「学校給

食における食品構成」は、食に関する指導や食事

内容の充実を図ることという文言に変わり、配慮

事項として、日本型食生活の実践、我が国の伝統

的な食文化の継承の 2点が示された。 

「学校給食の食事内容の充実について」では、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

があげられている。当センターにおいて学校給食

を「生きた教材」とするために、次の実践を行っ

た。 

 

①毎週水曜日は日本型食生活の日 

児童生徒に「日本型食生活」がどのような食事

であるかを理解させる手立てとして、曜日を決め

実施することとした。 

毎週水曜日をごはん、魚料理、野菜料理、味噌

汁の献立とし、季節の食材を取り入れながら繰り

返し提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地産地消の推進 

相互の理解が深まるよう２月に一度、各直  

売所の代表者の他、市の農政課や県北農林事務所

の職員も入った地元農産物活用推進会議を開い

た。継続的に使用するための規格、品質、価格等

の安定化やセンターでは使用の難しい、いんげん、

ほうれん草等の納入方法などについて話し合い

改善を図っていった。 

 

① 日本型食生活のよさを知り、栄養バランスの

よい食べ方を実践する児童生徒の育成 

② ３食をしっかり摂取し、食を通して一日の生

活リズムを整える児童生徒の育成 

ごはん 牛乳 

さんまの香味煮 

きんぴら 

野菜汁 

ごはん 牛乳 

鮭の味噌チーズ 

ひじきの炒め物 

さやえんどう汁 

ごはん 牛乳 

さばの味噌煮 

ほうれん草の 

お浸し 根菜汁 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③手作り給食 

児童生徒が、日常または将来の食事作りにつな

げることができるよう、大規模センターにおいて

も、作業工程表、作業動線を見直し、素材や肉、

魚の一食に必要な量が分かる手作りの主菜作り

に努めた。 

 

(2)【視点 2】食育推進コーディネーターと連携を

図る取組み 

①共通の全体計画を作成 

学校給食を活用した食育を実践するため、給食

センターの食育全体計画を作成し受配校に伝え、

食育目標、給食の指導の観点を共通のものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インゲンの筋を取って納品 

ほうれん草は根を落として納品 

４月 ５月 ６月 ７・８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

給食のきまりを
守ろう

好ききらいをなく
そう

よくかんで食べ
よう

暑さに負けない
食事をしよう

規則正しい食事
をしよう

旬の食材を知ろ
う

バランスのよい
食事をしよう

寒さに負けない
食事をしよう

日本の食文化を
知ろう

感謝して食べよ
う

一年間の給食を
振り返ろう

「給食の手引き」を
利用し給食のきまり
を指導

「給食クイズ」で食品
や料理への関心を
高める

｢かむ力｣の資料で
よくかんで食べるこ
とを指導

「おやつの糖分」の
資料掲示

「大切な朝食」資料
でよびかけ

「給食クイズ」で旬の
野菜への関心を高
める

「日本型食生活」の
資料掲示

「寒さに負けない食
事」の資料掲示

「郷土の食事と文
化」の資料掲示

「世界食糧マップ」資
料掲示

「今年度の給食」資
料掲示

入学･進級を祝う献
立

3色がわかりやすい
献立

よくかんで食べる献
立

ビタミンB1が多い食
品の献立

夏バテ回復の献立
秋の味覚を味わう献
立

生活習慣病を予防
する献立

体を温める献立
冬の野菜を食べる
献立

世界の食事にふれ
る献立

中学3年生希望献立

お花見給食
カルシウムの多い献
立

土用の丑の献立 セレクト給食
ビタミンA・Cが多い
食品の献立

郷土食の献立
卒業･修了お祝い献
立

「給食ができるま
で」の資料掲示

「野菜生産者紹介」
の資料掲示

生産者の方との会
食

給食センター職員と
の会食

「野菜の収穫」の様
子の資料掲示

生産者の方との会
食

日本型食生活の日
（毎週水）

地産地消の日
(19日)

端午の節句献立 七夕の献立 お月見献立 冬至の献立 おせち料理の献立 節分の献立 ひなまつりの日献立

手洗いのよびかけ
みじたくチェック

歯の衛生週間よび
かけ

おやつの糖分調べ 朝食調べ セレクト食券作り
うがい・手洗いのよ
びかけ

残滓調査

学級活動 たのしいきゅうしょく
いろいろなものを食
べよう

大きくなるからだ

教科
生活「がっこうたん
けんをしよう」

生活「おおきくなった
ねかわったね」

生活「あきをたのし
く」

生活「ふゆをげんき
に」

道徳「かやねずみの
おかあさん」

生活「もうすぐ２年
生」

学級活動 たべもののひみつ よい歯と食事
やさいをのこさず食
べよう

大切な食べもの

教科
生活「はるがいっぱ
い」

道徳「うれしい気持
ち」

生活「やさいのせわ
をしよう」

生活「やさいをしゅう
かくをしよう」

道徳「がっきゅうえん
のさつまいも」

生活「大きくなったじ
ぶんをたしかめよう」

道徳「あいさつって
いいな」

学級活動
しっかり食べよう朝
ごはん

おやつのとり方
かぜを予防する食
事

教科
社会「わたしたちの
町」理科「植物をそ
だてよう」(1)

社会「町のようす」理
科「植物を体を調べ
よう」

社会「スーパーマー
ケットで働く」

社会「農家のしごと」
体育科保健「心の健
康」

学級活動
給食の準備を見直
そう

よくかんで食べよう やさいのひみつ

社会「ごみの処理と
利用」

社会「水はどこから」 理科「暑くなると」
社会「わたしたちの
県」

体育科保健「育ちゆ
く体とわたし」

理科「すずしくなる
と」

理科「寒くなると」
理科「生き物の一年
をふりかえって」

体育科保健「育ちゆ
く体とわたし」

理科「あたたかくな
ると」

道徳「ジャガイモ畑
で」

社会「くらしと土地の
様子」

社会「古い道具と昔
のくらし」

学級活動 おやつを考えよう かたよりのない食事 行事と食

社会「わたしたちの
生活と食料生産」

理科「植物の発芽と
成長」

社会「水産業のさか
んな八戸市

社会「これからの食
料生産」

社会「私たちの生活
と環境」

社会「私たちの国土
と環境」

体育科保健「病気の
予防」

家庭「一日の食事を
調べよう」

家庭「なぜ食べるの
かを考えよう」

道徳「正月料理」 算数「給食大調査」

学級活動 朝食をバランスよく 生活習慣を考えよう 健康によい食事

社会「米づくりの村
から古代へ」

体育科保健「病気の
予防」

家庭「楽しい食事を
工夫しよう」

理科「体のつくりとは
たらき」

家庭「よりよい生活
を」めざそう」

社会「日本と関係の
深い国々」

家庭「これからの家
庭生活と社会」

家庭「生活を見直そ
う」

理科「植物のはたら
き」

体育科保健「病気の
予防」

アレルギー調査 肥満傾向児指導 肥満傾向児指導 肥満傾向児指導 肥満傾向児指導 肥満傾向児指導

給食だより　学級懇
談会

給食だより 給食だより
給食だより　学級懇
談会

給食だより 給食だより
給食だより　学校保
健委員会

給食だより　学級懇
談会

給食だより 給食だより
給食だより　学級懇
談会

地元生産者からの
食材購入

個別指導

家庭・地域との関
わり

食育目標

教科

教科

教科
6年

児童委員会

給
　
食
　
時
　
間

食べる力

感謝の心

郷土愛

特
　
別
　
活
　
動
　
及
　
び
　
教
　
科
　
と
　
の
　
関
　
連

1年

2年

3年

4年

5年

魚や肉をアルミカップに入れて

納品してもらい、並べる、味付け

等の時間を短縮。 

 

ごはん 牛乳 

鶏肉の野菜味噌焼き 

アスパラのソテー 

わかめ汁 

肉を釜で茹で、（焼く・揚げるよ

り短時間）お湯を抜いて調味する。 

 

鉄板にタネを広げて焼き、枠を

使い、一人分ずつ切り分ける。 

 

ごはん 牛乳 

鶏肉の胡麻だれ和え 

切干大根炒め 

ニラ卵汁 

ごはん 牛乳 

ミートローフ 

野菜炒め  

さつま汁 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

家庭との連携、地

域の協力のもと、

あらゆる機会や場

を活用します。 

 

生きた教材として

の献立を提供し、食の

指導や指導資料作成

を行います。 

 自校の食の課題を

明確にして、教育活

動全体で食育を推

進していきます。 

 各学校、家庭・地域と連携し、児童生徒の食育を推進していくため、給食

センターの食育の重点事項をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7・８月 ９月 10月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

食育指導目標 
給食のきまり

を守ろう 

好ききらいを

なくそう 

よくかんで食

べよう 

暑さに負けない

食事をしよう 

規則正しい食

事をしよう 

旬の食材を知

ろう 

バランスのよい

食事をしよう 

寒さに負けない

食事をしよう 

日本の食文化

を知ろう 

感謝して食べ

よう 

一年間を振り

返ろう 

指 
 

導 
 

の 
 

観 
 

点 

食べる力 

「給食の手引

き」 
「給食クイズ」 「かむ力」 

「おやつの糖

分」 
「大切な朝食」 「給食クイズ」 

「日本型食生

活」 

「寒さに負け

ない食事」 

「郷土の食事

と文化」 

「世界食糧マ

ップ」 

「今年度の給

食」 

1年「たのしい

給食」 

2年「食べもの

のひみつ」 

4年「よくかん

で食べよう」 

5年「おやつを

考えよう」 

3年「しっかり食

べよう朝ごはん」 

4年生「野菜

のひみつ」 

6年「生活習

慣病の予防」 

3年「かぜを予

防する食事」 

5年「行事と

食」 

2年「たいせつ

な食べもの」 

1年「大きくな

るからだ」 

入学･進級を

祝う献立 

3色がわかり

やすい献立 

よくかんで食

べる献立 

ビタミン B1が多

い食品の献立 

夏バテ回復の

献立 

秋の味覚を味

わう献立 

生活習慣病を

予防する献立 

体を温める献

立 

冬の野菜を食

べる献立 

世界の食事に

ふれる献立 

中学 3年生希

望献立 

お花見給食   
カルシウムの

多い献立 

土用の丑の献

立 
    セレクト給食 

ビタミン A・Cが多

い食品の献立 
郷土食の献立   

卒業･修了お

祝い献立 

感謝の心 

「給食ができ

るまで」 

「野菜生産者

紹介」 
      「野菜の収穫」           

      
 

生産者の方と

の会食 

給食センター

職員との会食 
      

生産者の方と

の会食  

郷土愛 

日本型食生活

の日（毎週水） 
                    

地産地消の日

（毎月 19日） 
                    

  端午の節句献立 
  七夕の献立 お月見献立     冬至の献立 お節料理の献立 節分の献立 ひなまつり献立 

 

・月の指導目標に合わせた「生きた教材」

となる献立とする。 

・献立と食の指導を連携して行う。 

・毎週水曜日は「日本型食生活」の献立を

実施する。 

・毎月 19 日「食育の日」に地元産 100%の

給食を実施する。 

・年中行事に関する献立の実施。 

・給食ができるまでの様子を伝える。 

・栄養職員、調理員等と会食の機会を持つ。 

・地元の生産者と会食の機会を持つ。 

     は資料の配付      は授業      は給食での実践 

資料１ 



②担当者会議の開催 

 

 

 

 

 

 センターからは、現在の食の現状と児童生徒に

どのような学校給食を提供していきたいと考え

ているかを、受配校から 

は、児童生徒の食生活や 

健康に関する実態を伝え 

合い連携を深めている。 

 

(3)【視点 3】児童生徒に授業等で働きかける取組

み 

授業を実施するにあたっては、視点（1）、(2)

の取組みを生かすことにより、身近な学校給食か

ら食生活の改善策を捉え、重点目標の具現化を図

ることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食育基本計画 

・学校給食法 

・食育全体計画 等 

・児童生徒の実態 

・食育全体計画 

・保健委員会活動 等 

1年(学活) 

食生活を見直そう 

～学習と部活の両

立を目指して～ 

２年(学活) 

望ましい食生活 

を送ろう～正し 

い知識・情報で食 

品を選択～ 

３年(学活) 

受験期の望ましい

食生活を考えよう 

～自己目標達成 

を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

A小学校 

「さわやか調べ」より 

ほとんどの児童が朝食

を食べてきている。 

8 割の児童に副菜や味噌汁

をとっていない日がある。 

昼に食べた給食から副

菜、汁物を除いて提示 

野菜が不足する。 

一日に必要な野菜は

350g、給食で 130g を摂

取、残りは？ 

野菜が不足すると、「保

健室におなかが痛いと

来る人は...」 

② ３食をしっかり摂取し、食を通して一日の生活リズムを整える児童生徒の育成 

しっかりとした朝食 

にするために、解決 

方法を話し合う。 

自分が見直していくところと、その

改善方法を考えていく。 

資料２ 



 

成果と課題 

 

(1)成果 

【視点 1】学校給食を「生きた教材」とする取組

み 

①毎週水曜日は日本型食生活の日 

水曜日には、魚を中心とした日本型食生活を毎

週実施し、その良さを伝えることができた。当初

課題となった水曜日の残食も、食べ慣れることや

調理の工夫、様々な機会での指導の成果が表れ、

今年度は減尐してきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地産地消の推進 

 地元の野菜の利用率は、平成 20 年度は前年の

1,225kg から 10倍以上の 13,765kgに増加した。 

 平成 21 年度は 1 月の時点で昨年度の数量を超

え、特に冬場はすべての野菜を地元産で賄える日

も増えている。 

 

③手作り給食 

主菜を手作りし、家庭の 

食事においても栄養バラン 

スが整えやすい、ごはん・ 

主菜・副菜・汁物という献 

立の実施率を高めることが 

できた。 

 

【視点 2】食育推進コーディネーターと連携を図

る取組み 

食育全体計画を共通のものとし、学校給食を

「生きた教材」としていく取組みの中で、各受配

校の食育推進コーディネーターの理解が得られ、

連携して食育にあたることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点 3】児童生徒に授業等で働きかける取組み 

  重点目標を明確にし、視点１の「生きた教材」

とした学校給食を活用し、視点２の食育推進コ

ーディネーターと連携し授業にのぞむことに

より、授業後にはごはんや魚、野菜などの残滓

が減る変容がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ごはん・主菜・副菜・汁物」献立の実施率 

実施

67%

その他

33%

% 



 また、保護者への啓発を、授業参観日での食育

の授業や試食会、講演会など様々な機会に実施し、

連携の手立てとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら視点ごとの成果から、重点目標の達成

状況を考察すると、 

 

 

 

  学校給食において、日本型食生活を残さず食

べる児童生徒が増え、残食率全体でも平成 21

年度はさらに、小学校で平均 5～6%、中学校で

10%前後と減尐している。 

           洋風の副食を減ら 

            したこともあり、シチ 

           ューや揚げ物など好    

 み         みの副食だけを食べ                         

            ることはなく、ごはん 

           や野菜等の残滓の減 

尐も著しいことから、 

            全体において、栄養バ 

            ランスのとれた食べ方 

            が身に付いてきたと考 

            えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 21 年度の肥満傾向児の出現率は減尐が

見られている。しかし、対象者が同一ではない

等から、成果とは検証できない。 

 

 

 

 

  ５月と１月に実施した食生活アンケートで

みると、授業を行った学校においては、朝食の

摂取率が３％高まったばかりではなく、就寝時

刻も僅かではあるが改善されている。授業を実

施しなかった学校にはほとんど改善が見られ

なかったことから、視点１、視点２を生かした

授業は生活リズムの改善に成果はあったと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)課題 

 栄養バランスのとれた食べ方を実践し、食 

事を通して生活リズムを整える児童生徒の育 

成を目指し、学校給食を「生きた教材」として、 

各受配校の食育推進コーディネーターと連携 

し、児童生徒に授業等で働きかけてきた。 

学校給食においては、残食の減尐等成果もみ 

 られたが、健康課題の解決には、生活全体にお

いての変容が重要である。児童生徒への継続的

な支援はもとより、保護者への働きかけも、単

発の点を日常の線に深長させていけるよう、食

育推進コーディネーターとの役割分担等を明

確にしたさらなる連携が必要であると考える。 

  また、受配校によって取組みには差がみられ

たので、すべての受配校で同じ連携をとってい

けるよう計画等を精査したい。 

 

①日本型食生活のよさを知り、栄養バランス

のよい食べ方を実践する児童生徒の育成 

②３食をしっかり摂取し、食を通して一日

の生活リズムを整える児童生徒の育成 

(牛乳、汁物の水分量を除く) 

Kg 

% 

9時まで 

9時～10時 

10時～11時 

11時～12時 

9時まで 

9時～10時 

10時～11時 

11時～12時 

12時～ 


